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農業委員会だより

食
育
・
食
農
体
験
活
動

リ
ン
ゴ
の
収
穫
作
業
体
験

農機具に乗ってみました

　
市
農
業
委
員
会
は
、
次
の
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
農
村
文
化
を
守
り
、
食
と

農
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
、
食
育
・
食

農
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度

は
、
６
月
に
リ
ン
ゴ
の
摘
果
作
業
体
験
、

10
月
に
収
穫
作
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
回
目
を
開
催
し
た
10
月
22
日
は
、
あ

い
に
く
の
小
雨
模
様
。
昆
野
広
子
農
業
委

員
が
営
む
大
小
池
果
樹
園(

口
内
町
舘
沢)

で
、
小
学
生
の
親
子
11
家
族
30
人
が
リ
ン

ゴ
の
収
穫
作
業
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
昆
野
委
員
か
ら｢

収
穫
す
る
時
は

来
年
の
花
芽
に
傷
を
つ
け
な
い
よ
う
、
リ

ン
ゴ
を
持
ち
上
げ
る
よ
う
に
枝
か
ら
外

す｣

な
ど
の
説
明
を
受
け
、
広
い
園
地
に

入
り
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
摘
果
作
業
を
体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
は

｢

小
さ
か
っ
た
実
が
大
き
く
な
っ
て
い
る｣

｢

ま
っ
赤
に
な
っ
て
い
る｣

な
ど
と
歓
声
を

鬼き

っ
ジ
ョ
ブ
～
北
上
お
し

ご
と
パ
ー
ク
～
２
０
１
７

に
参
加
し
ま
し
た

　
市
農
業
委
員
会
は
、
９
月
17
日
に
開
催

さ
れ
た｢
鬼
っ
ジ
ョ
ブ
～
北
上
お
し
ご
と

パ
ー
ク
～
２
０
１
７｣

に
初
め
て
参
加
し
、

農
業
体
験
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

　｢

鬼
っ
ジ
ョ
ブ｣
は
市
内
小
学
４
年
生

か
ら
６
年
生
を
対
象
に
、
さ
く
ら
ホ
ー

ル
の
全
館
と
駐
車
場
を
使
っ
て
40
種
以

上
の
職
業
体
験
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
職
業
体
験
を
す
る
と
、
お
給
料
と
し

て｢

オ
ニ
ー｣

と
い
う
疑
似
通
貨
を
も
ら

え
、
当
日
は
そ
の
オ
ニ
ー
を
使
っ
て
遊
ん

だ
り
買
い
物
を
し
た
り
で
き
ま
す
。
農
業

体
験
ブ
ー
ス
で
は
、
産
直
体
験
が
で
き

る｢

鬼
っ
ズ
マ
ル
シ
ェ｣

と
農
機
具
の
展
示

を
行
い
ま
し
た
。

　｢

鬼
っ
ズ
マ
ル
シ
ェ｣

で
は
野
菜
の
袋
詰

め
作
業
や
陳
列
、
販
売
を
実
施
。
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
か
わ
い
い
ポ
ッ
プ
を
作

成
し
た
り
、
商
品
の
売
り
文
句
を
考
え
て
、

タ
イ
ム
セ
ー
ル
時
に
大
き
な
声
で｢

採
れ

た
て
の
美
味
し
い
野
菜
は
い
か
が
で
す

か
～
！｣

と
呼
び
込
み
を
し
た
り
と
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
農
機
具
展
示
で
は
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン

バ
イ
ン
・
田
植
え
機
の
３
種
類
の
農
機
具

乗
車
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
農
業
委
員

の
説
明
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
機
械
を

使
っ
て
毎
日
食
べ
て
い
る
お
米
を
作
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
も
ら
え
た

よ
う
で
し
た
。

　
午
後
に
は
、
た
く
さ
ん
の
オ
ニ
ー
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
が｢

鬼
っ
ズ
マ
ル

シ
ェ｣

に
来
店
し
、
用
意
し
た
農
産
物
は

み
ご
と
に
完
売
し
ま
し
た
。

　｢

鬼
っ
ジ
ョ
ブ｣

に
参
加
し
た
こ
と
で
、

農
業
が
将
来
の
仕
事
の
選
択
肢
と
し
て
捉

え
て
も
ら
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

(

農
業
委
員
　
遠
藤
　
修
子)元気な声で野菜を販売!!

あ
げ
な
が
ら
リ

ン
ゴ
を
収
穫
し

て
い
ま
し
た
。

　
作
業
後
は
産

直｢

あ
ぐ
り
夢

く
ち
な
い｣

を

見
学
し
、
昼
食

会
場
の｢
北
上

市
憩
い
の
森｣

に
移
動
。
持
参

し
た
お
に
ぎ
り

を
食
べ
な
が
ら

昆野委員の説明を聞く子どもたち

リンゴの収穫体験中リンゴクイズに挑戦！

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
交
流
し
、
楽
し
い
昼
食

の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
デ

ザ
ー
ト
の
リ
ン
ゴ
を
食
べ
な
が
ら
ク
イ
ズ

な
ど
を
行
い
、
リ
ン
ゴ
に
つ
い
て
楽
し
く

学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
か
ら

は
、｢

大
き
な
リ
ン
ゴ
が
と
れ
て
う
れ
し

い
、
焼
肉
も
お
い
し
か
っ
た｣

な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
食
と
農
の
大
切
さ

を
伝
え
る
た
め
来
年
度
以
降
も
食
育
・
食

農
体
験
活
動
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

(

農
業
委
員
　
下
瀬
川
　
正せ
い
し
ん眞)



－ 133 － 第644号

◆農業や農業委員会に関することなどは地域の農業委員や農地利用最適化推進委員に、気軽にご相談ください。  
問い合わせ    北上市農業委員会事務局 ( 本庁舎３階 )    ☎ 72-8247  

表彰を受ける及川委員

平
成
29
年
度

岩
手
県
農
業
委
員
会
大
会

 ■審議データ

農地の権利移転・利用権設定等審議内容
上段　審議件数　下段　面積(㎡)

◎農地法３条…農地の所有権、賃借権などの権利を設定
または移転する場合
◎農地法４条…自己所有農地を転用する場合
◎農地法５条…農地の所有権、賃借権などの権利を設定
または移転して転用する場合
◎農地法適用外証明…農地を20年以上他の目的に使用し
ており農地の復元が不可能な場合
◎農用地利用集積計画…農地の所有権、賃借権などの権
利を設定または移転する場合で、受け手側が大規模農家
の場合

農地法 9月 10月 11月
３条 4 2 2

5,190 1,503 1,513
４条 2 1 0

2,648 271 0
５条 8 15 4

5,050 9,674 1,832
適用外証明 3 0 0

704 0 0
農用地利用 2 38 55
集積計画 2,799 291,392 360,328

　
平
成
29
年
度
岩
手
県
農
業
委
員
会
大
会

は
11
月
10
日
、
盛
岡
市
都
南
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は｢

農
地
利
用
最
適
化
の
推
進｣

の

テ
ー
マ
の
も
と
、
県
内
の
農
業
委
員
・
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
な
ど
約
８
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
式
典
で
は｢

農
業

委
員
等
活
動
表
彰｣

が
行
わ
れ
、
活
動
記

録
部
門
で
は
市
農
業
委
員
会
と
農
業
委
員

の
高
橋
清
久
委
員
、
髙
橋
忠
孝
委
員
、
農

地
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
及
川
定

美
委
員
、
齋
藤
三み
つ
ひ
で英
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
①
農
地
利
用
最
適
化
推
進
活
動

の
充
実
強
化
に
関
す
る
決
議
②
農
業
施
策

の
充
実
に
関
す
る
要
請
決
議
③
新
し
い
農

業
委
員
会
体
制
の
強
化
及
び
農
業
委
員
会

活
動
の
充
実
強
化
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ

決
議
の
三
案
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
活
動
事
例
研
修
で
は
、
北
上

市
農
業
振
興
課
の
小
田
島
孝
課
長
が
農
地

の
集
約
化
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み
を
、

ま
た
、
茨
城
県
茨
城
町
・
岩
手
町
・
山
田

町
の
各
農
業
委
員
会
が
農
地
利
用
の
最
適

化
推
進
に
関
す
る
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
大
変
参
考
に
な
り
、
今
後
の
活

動
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
農
業
委
員
会
組
織
が
総
力
を

結
集
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
先

平
成
29
年
度
東
北
・
北
海

道
農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ

ム　
平
成
29
年
度
東
北
・
北
海
道
農
業
活
性

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
９
月
７
日
、
山
形
県
南

陽
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　｢

農
地
利
用
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
最
適

化
の
推
進
活
動｣

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

た
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
東
北
・
北
海
道
か
ら

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に(

一
社)

全
国
農
業
会
議
所
事

務
局
長
伊
藤
嘉
朗
氏
が｢

農
業
委
員
会
組

織
・
制
度
を
取
り
巻
く
情
勢｣

に
つ
い
て

報
告
。
そ
の
後
、
高
知
大
学
教
育
研
究
部

人
文
社
会
科
学
系
教
授
緒
方
賢
一
氏
が
基

調
講
演
を
行
い
、
青
森
・
福
島
・
山
形
県

の
農
業
委
員
会
の
代
表
者
の
事
例
発
表
と

続
き
ま
し
た
。
特
に
青
森
県
代
表
の｢

所

有
者
不
明
の
遊
休
農
地
の
活
用
事
例｣

に

つ
い
て
は
、
相
続
放
棄
さ
れ
て
い
る
遊
休

農
地
の
取
り
扱
い
な
ど
が
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
農
業
委
員
会
組
織
が
地
域
農

業
の
け
ん
引
役
と
し
て｢

意
欲
あ
る
担
い

手
を
確
保
し
、
食
料
自
給
率
向
上
の
た
め

に
優
良
農
地
の
確
保
と
集
積
を
進
め
、
農

業
農
村
の
発
展
を
図
る｣

た
め
、
一
層
努

力
す
る
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
ま
し
た
。

(

農
業
委
員
　
高
橋
　
多
一)

平
成
30
年
度
北
上
市
農
林

業
施
策
に
関
す
る
意
見
書

を
提
出

　
市
農
業
委
員
会
は
10
月
13
日
、
平
成
30

年
度
北
上
市
農
林
業
施
策
に
関
す
る
意
見

書
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
意
見

書
は
、
各
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
日
常
の
活
動
を
通
じ
て
地
域

農
業
者
の
声
を
把
握
し
、
取
り
ま
と
め
た

も
の
。
来
年
度
の
農
林
業
施
策
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
９
月
に
開
催
さ
れ
た
農
業
委

員
会
総
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

　
意
見
書
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
農
業
所
得
の
向
上
策
に
つ
い
て

◆
担
い
手
育
成
の
た
め
の
支
援
に
つ
い
て

◆
中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

◆
農
業
者
の
表
彰
制
度
に
つ
い
て

市長に意見書を手渡す佐藤会長(右から２人目)

頭
に
立
ち
、

責
務
と
役
割

を
十
分
に
果

た
し
て
い
く

こ
と
を
大
会

宣
言
と
し
閉

会
し
ま
し
た
。

(

農
業
委
員

伊
藤
　
淳
あ
つ
し)


